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ごあいさつ

ごあいさつ

私たち、システムコンシェルジュは「人」と「信頼」を最も大切にする会社です。

決して自分たちだけの成長を追い求め、利益を追求するのではなく、常にお客さま

のお困りごとに耳を傾け、お客さまとともに解決していくことで、エンジニアをは

じめとする私たちのチームは成長します。その結果、お客さまに継続して価値を提

供するイノベーションを実現し、関係する人々が幸せになるようなエコシステムの

実現をめざします。

エンジニアとお客さまが幸せになれる会社へ

代表取締役

飯田 健夫



会社概要

会社名 株式会社システムコンシェルジュ 設立 2005年7月26日

代表取締役 飯田 健夫 資本金 1,000万円

所在地 東京都千代田区神田錦町2-11-7 従業員数 45名（役員・従業員・契約社員含む）

TEL 03-5577-5735 事業内容
・イノベーション創出・組織文化醸成事業
・ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業
・ジェネレーティブプロバイダー事業

拠点

大阪オフィス
大阪府大阪市北区梅田２丁目５番８号
千代田ビル西別館３階G号室

宮古島オフィス
沖縄県宮古島市平良字西里1018番地１
マティダヒルズ102号

主な取引先
（５０順）

株式会社エヌオーイー
株式会社飯田産業
岐阜女子大学
株式会社SOYOKAZE
株式会社スコープ
田島ルーフィング株式会社
TIS株式会社
株式会社ヒューマントラスト
株式会社阪急交通社
株式会社マクシスコーポレーション
メディカル・データ・ビジョン株式会社
株式会社ユニマットライフ

福利厚生

関東ITソフトウェア健康保険組合
福利厚生サービス：リロクラブ
オフィス内：リフレクソロジー / カイロプラク
ティック / ロルフィング / コーヒー無料
退職金制度

会社概要



事業内容

ジェネレーティブプロバイダー事業

イノベーション創出・組織文化醸成事業

イノベーションおよびデジタルトランスフォーメーション（DX）の方法論を基軸とした３つのプロダクトの販売、設定、組織定着および活用支
援などを展開しています。

イノベーション管理 プロジェクト管理 ナレッジ管理 ワークフロー RPA（業務自動化）

ビジネスプロセスアウトソーシング（BPO）事業

情報システム部門やマーケティング部門の業務アウトソーシングを請け
負います。

他社から導入した製品やサービスが期待通りではなかったなどのお悩
みや、新規事業創出やイノベーションためのリソースが調達できない場
合などのお悩みなどに対応します。

私たちはお客さまのお悩みから、多種多様なの解決方法論を提案し、方
法論からツールなどの具体的な技術手段へブラッシュアップし、導入か
ら運用支援、活用支援まで行います。
RFP作成などお客さまに負担をかけずにお悩みを解決するための伴走を
行いながらツール導入や基盤構築を提供するのがジェネーティブプロバ
イダーです。



当社の強み

当社の強み

堅牢なIT基盤がなければアプリケーションを稼働させることはできません。私たちはThe Linux Foundationとい

う組織を支援する日本を代表するエンジニアを技術顧問とし、最新のIT技術を求めつつ、過去の技術にも目

を向けお客さまが求める最適な技術の探求とサービス提供を行います。

IT Infrastructure（IT基盤技術）

IT Practices（成功と失敗によって研鑽される方法論）

ツールや技術自体は価値とはいえません。価値を感じてくれるお客さま、喜んでくれる方々がいて価値に変

えることができます。予測不可能な社会のなかで継続的な価値を提供するために、日本初の国際標準企画

ISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証を取得し、他では実践していないイノベーショ

ンの仕組みを作りました。この仕組みや方法論をお客さまへサービス提供し、「私たちからお客さまへ」

「お客さまから私たちへ」それが私たちの考えるチームワークと価値あるサービスの方法論です。

IT Tools（先進的なツール活用）

変化に素早く対応するには、活用できる技術やツール、ライブラリなどを知り、実際に利用することが重要

です。私たちはITツールや技術を探求し、実際に体感することで最高のサービスが提供できると考えていま

す。私たちの社内では多くのツールを活用しています。



当社の強み

日本国内初のISO56002（イノベーション・マネジメントシステム）の認証取得

人材育成・組織開発に関するアワード受賞

イノベーションの国際標準規格「ISO56002」とは
「ISO56002」は、世界中のイノベーションを起こした企業のマネジメント手法を分
析し、考え方や方法論を標準化したイノベーション・マネジメントシステムの国際
標準規格です。新しい価値を創出し、価値の継続と向上を実現するためのガイドラ
インです。

【ラーニングイノベーションアワード2023】とは
人的資本情報の開示が義務化され、人的資本経営への注目が日々高まる中、多くの日
本企業が人材投資による取り組みを加速しています。ALL DIFFERENT株式会社は、
人材育成に取り組む企業に様々な事例を紹介し、新たな知見や視点を提供するために、
年に一度「ラーニングイノベーションアワード」を開催し、人材育成・組織開発にお
いて優れた取り組みを行っている企業を表彰しています。ラーニングスパイラル賞は、
「気づく」「学ぶ」「できる・変わる」「続ける」の全ステップを構築し、実効を上
げている企業に授与されます。



主要な顧客

旅行・観光業界 金融・保険業界

製造業界

介護・ヘルスケア業界

広告・メディア業界

その他、人材派遣・飲食など

IT業界



会社紹介

デジタル時代のプロジェクト管理

ONES Projectとは

価格体系

サービス



デジタル時代のプロジェクト管理の要求事項
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

予測できない変化と急激な速度で変化する社会においてVUCA（Volatility, Uncertainty, Complexity, 
Ambiguity）の時代に求められるプロジェクト管理には以下の要求事項が求められています。

迅速な意思決定と迅速な反映

パーパスの定義と共有

ビジネス状況や人材が変化するなかで、目的や価値を見
失わないようにプロジェクトにパーパスを定義して共有
する必要があります。

プロジェクト管理は、何らかの目的をもって進行しなければなりません。計画段階、進行段階であっても変
化の兆しを「察知」し、迅速な意思決定からプロジェクトへの反映がスムーズにできることがデジタル時代
に求められる組織能力です。この能力を得るために必要な要求事項を以下に記載します。

ハイブリッドなプロジェクト管理

人的リソースの把握とマネジメント

リカレント教育の推進

イノベーション管理との統合

市場の変化に対して、知識やスキルの陳腐化を防止する
ために定めた期間ごとにスキル評価が必要です。情報収
集スキルを向上させ、力量のあるべき姿と現在地を評価
しましょう。

品質管理や成果物管理との統合

変化に対応できるプロジェクト管理手法として「アジャ
イル」が有名ですが、万能ではありません。すべてのプ
ロジェクト管理をアジャイル手法で行っている企業はあ
りません。タスク管理、アジャイル管理、ウォーター
フォール管理の３つの手法を取り入れることが必要です。

いままでのプロジェクト管理は工程管理、進行管理、工
数（コスト）管理が主目的でしたが、デジタル時代では、
品質管理や成果物管理を統合しないと生産性が低下する
だけでなく、期待した価値が提供できない場合がありま
す。

工数だけに焦点をあてたチーム編成は成功率が低くなりま
す。メンバーの得意分野、過去の経験、思考特性などをプ
ロファイルして成功率の高いチーム編成ができる仕組みが
必要です。

イノベーション管理は、経営と現場を接合させ、意思決
定を素早く反映させるために必要な管理手法です。
国際標準規格：ISO56002（イノベーション・マネジメ
ントシステム）を参考にした仕組みが必要です。

= ONES製品の領域

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合



パーパス定義と共有
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合

ビジネス状況や人材が変化するなかで、目的や価値を見失わないようにプロジェクトに
パーパスを定義して共有する必要があります。

ONES Projectでは、プロジェクトに属性や情報を付与することができます。

プロジェクトのダッシュボー
ドに個別作成したプロジェク
トの属性に登録したデータが
表示されます。

プロジェクトのアナウンス
掲示板的な要素で情報を伝え
ることができます。

プロジェクトのダッシュボード

共通したパーパスをもったプロ
ジェクトが複数ある場合には、プ
ロジェクトの属性で紐付けするこ
とができます。

パーパス定義と共有



ハイブリッドなプロジェクト管理
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合

変化するビジネス環境において、単一の管理手法のみのプロジェクト管理ツールでは不十
分です。変化や用途に合わせた適切な管理手法で管理する必要があります。

ハイブリッドなプロジェクト管理

アジャイル・スクラム、カンバン方式

ウォータフォール方式

アジャイルプロジェクト

ウォーターフォールプロジェクト

一般的なタスク管理

カンバンタスク管理

ONES Projectは、複数の手法のプロ
ジェクト管理手法に標準で対応します。
また要件定義や設計はウォーター
フォール型、開発はアジャイル型とい
うハイブリッドな使い方もできる。
もっとも先進的なプロジェクト管理
ツールです。



品質管理や成果物管理との統合
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合

成果物管理

ONES Projectでは、成果物管理は標
準機能で提供されています。

プロジェクト全体の成果物を俯瞰し
て確認（図.1）

マイルストーン毎に「成果物名称」
「成果物の形式」を設定（図.2-1）

マイルストーンは、WBSタスクとの
依存関係を設定（図.2-2）

プロジェクト成果物のマイルストーンを定義

（図.2-2）

（図.1）

（図.2-1）



品質管理や成果物管理との統合
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合

品質管理

デジタル時代のプロジェクト管理では、成果物に対してバグや障害をなくせば良いというものではありません。
想定した価値、想定した要件を満たされているのかを品質チェックしなければなりません。
プロジェクト管理『ONES Project』とテスト管理『ONES TestCase』を連携させれば『要件』を関連づけした
品質管理が可能になります。



イノベーション管理との統合
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デジタル時代の
プロジェクト管理

要求事項

パーパス定義と共有

ハイブリッドな
プロジェクト管理

品質管理や成果物
管理との統合

イノベーション管
理との統合

イノベーション管理との統合

変化に素早く対応できると期待される「アジャイル手法」ですが、意思決定と連動させなければ、素早い対応を行
うことができません。
経営判断やビジネス判断による意思決定とプロジェクトを接合させることで、デジタル時代を生き抜くプラット
フォームが完成します。

情報収集 アイデア出し コンセプト
プロジェクト
タスク

評価・分析

外部の論点

内部の論点

ビジネス機会マップ
SWOT分析

ビジネス機会マップ
SWOT分析

ビジネスモデルキャンパスなど

ビジネスモデルキャンパス

評価・分析レポート

外部の論点

内部の論点

マネジメントシステム
（経営トップ・マネジメント）



会社紹介

デジタル時代のプロジェクト管理

ONES Projectとは

価格体系

サービス



ONES Projectの概要
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

ONES製品は「ソリューション開発プラットフォーム」です。
ビジネスチームのタスク管理、開発チームのアジャイル、スクラム、ウォーターフォールなどの開発とプロジェ
クトチームの工数管理、テストチームのテスト管理などを包括的に管理することで、生産性とチームワークが向
上します。

+

ナレッジベース

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



プロジェクト計画（ステップ１：プロジェクト管理方法を決める）

17

ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

ONES Projectは、誰でも簡単に３つのステップでプロジェクト計画立案を行えます。

テンプレート、過去プロジェクトからインポート

• アジャイルプロジェクト管理
• ウォーターフォールプロジェクト管理
• 一般的なタスク管理
• カンバンタスク管理 • 過去のプロジェクトを選んでインポート

ONES Projectの４つの標準テンプレートを利用する。もしくは過去のプロジェクトを流用することで
素早くプロジェクトを作成できます。

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



プロジェクト計画（ステップ２・プロジェクトメンバーを決める）
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

プロジェクトメンバーを決定する

• 過去のプロジェクトを選んでインポート

ONES Projectは、プロジェクトメンバーを選ぶのに、ユーザーグループだけでなく組織部門からの選択可能で
す。グループやメンバーも検索してチェックするだけでプロジェクトへのアクセス権限を付与（参加）が可能で
す。

部門階層からメンバーもしくは部門を選択
ユーザーグループからメンバーもしくはグルー
プを選択

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



プロジェクト計画（ステップ３：計画を立てる）
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

プロジェクトメンバーを決定する

ONES Projectは、プロジェクト計画をExcelファイルやCSVファイルからインポートできます。
過去のプロジェクトをテンプレートにした場合、計画もテンプレートからインポートされます。

• ゼロから計画を作成してもOK
• テンプレートからインポートしてもOK
• ExcelやCSVからインポートしてもOK

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



進行管理（プロジェクトのダッシュボード）
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

ONES Peojectは、プロジェクト状態を把握する多
彩なダッシュボードを提供します。
１２種類のウィジェットでプロジェクトの状態をい
ち早く把握できます。

プロジェクトのダッシュボード

標準ダッシュボードにウィジェットを追加して、
自分自身が進行管理しやすいダッシュボードに
カスタマイズできます。

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



進行管理（ガントチャート表示）
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

• プロジェクトの進行差分を明確にする『スナッ
プショット』

• 視覚的にわかりやすい色彩豊かな表現
• マウスオーバーによって詳細をポップアップ
• 期限間近や期限切れを知らせる信号表示

進行管理を手厚くサポートする様々な機能

ガントチャートにマウスオー
バーして進捗状況などを表示

わかりやすい凡例で、直感的に
進行状況を把握

プロジェクトスナップショット
でプロジェクトの差分を比較。
前回と今回の違いを視覚化でき
ます。

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



工数管理
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

分析レポート管理

他製品を凌駕する工数管理機能

ONES Projectの工数管理は、他社のプロジェクト管理ツールとは異なり、本格的な工数管理機能を提供します。
1日あたりの上限工数を設定し、負荷状況を把握したり、グループ化などのフィルタ機能で視点を変えた集計。
保存したフィルタから集計レポートを作成できます。
人的リソースを把握し、プロジェクト状態の健全性を確保するのに役立ちます。

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



成果物管理
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

他製品を凌駕する成果物管理

ONES Projectの本格的な成果物管理は、プロジェクト管理者を大幅に支援します。
プロジェクトにおいて進行管理だけでなく成果物管理は重要な要素です。
ONES Projectは、成果物の完了状態や、形式（Wiki、ファイル、外部リンク）を設定できます。
いつ、誰が、何をなどが記録され、成果物のトラッキングが容易になります。

成果物の完了状態が一目で確認で
きます。

分析レポート管理

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



分析レポート管理
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

他製品を凌駕するプロジェクト分析レポート

分析レポート管理

工数、バグ、要件などの視点、組織横断のPMOとして視点、アジャイル、ウォーターフォールなど、
本格的なプロジェクト分析レポートをテンプレートを利用して簡単に作成できます。

分析レポートはテンプレートから選択して簡
単に作成できます。

インテグレーション

優れたDevOps
への適用



優れたDevOpsへの適用
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

様々な開発環境を統合したDevOpsに適用

分析レポート管理

ONES Projectは、『Code Integration』によって、GitHub、GitLab、Subversion（SVN）、Bitbucketと連携し、
『Pipeline Integration』によって、Jenkinsと連携します。

ONES製品は、オンプレミス型製品も提供しているためオンプレミス環境のGitやSVN、そしてJenkinsと連携が可能です。

インテグレーション

優れたDevOps
への適用

テストケースのテンプレート
Excelからテストケースをインポート
複数のテスト手法



インテグレーション
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ONES Peojectとは

概要

プロジェクト計画

進行管理

工数管理

成果物管理

ONES アプリセンター

分析レポート管理

ONES製品は、必要なアプリを選択してアドオン可能な「アプリセンター」を提供しています。
必要なアプリを探して、無料トライアルから始めてください。
無料トライアル期間が終了したら「購入」をクリックすると購入することができます。

好きなアプリを選択してクリックするだけで
追加できます。

インテグレーション

優れたDevOps
への適用
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ライセンス体系と価格

28

価格体系

ONES製品は原則として、ナレッジ管理「ONES Wiki』と『ONES Project』の２つがセットになったプロダクトです。
プランによって機能が異なりますが、オンプレミス版はエンタープライズプランのみの提供となります。

フリー

0

製品（ 機能制限あり ）

Cloud

プロジェ クト 管理ツールの

導⼊が初めての⽅へ

円/⽉

永久無料

スタンダード

840
⽉額 1,200 円/1ユーザー/⽉

円
１ユーザー/⽉

製品（ 機能制限あり ）

プロジェ クト 管理における進捗追跡を効率
化させたい⽅へ

Cloud

ビジネス

1,920
円
１ユーザー/⽉

⽉額 2,880 円/1ユーザー/⽉

製品

ビジネス現場における全般の

プロジェ クト を管理されたい⽅へ

Cloud

エンタープライズ

2,880
円
１ユーザー/⽉

⽉額 4,080 円/1ユーザー/⽉

製品

業務最適化により企業の

競争⼒を強化されたい⽅へ

Cloud O n-Prem ises

※1 価格は税抜です。

※2 ⼀部のプロダクト はClo udと O n-Prem isesにより
利⽤可能な機能が異なる場合があります。

有料プランでは、
アド オンオプショ ンをご提供します

O NES Cop ilo t

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

オンプレミス版
もしくは

SaaS版を選択SaaS版のみSaaS版のみSaaS版のみ



ライセンス体系と価格
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ONES製品は原則として、ナレッジ管理「ONES Wiki』と『ONES Project』の２つがセットになったプロダクトです。
プランによって機能が異なりますが、オンプレミス版はエンタープライズプランのみの提供となります。

オンプレミス版
もしくは

SaaS版を選択SaaS版のみSaaS版のみSaaS版のみ

フリー

0

主な機能

Cloud

プロジェ クト 管理ツールの

導⼊が初めての⽅へ

円/⽉

永久無料

プロジェクト管理・タスク管理

ナレッジ管理

プロジェ クト テンプレート
スプリ ント 管理 バッ クログ

カスタムダッ シュボード

ビュー（ リ スト 、 テーブル、 カンバン）

パブリ ッ クビュー‧ プライベート ビュー

カスタムワークフロー

カスタムフィ ールド と課題タイプ

W iki テンプレート

スペースとページの権限管理

履歴バージョ ン フローチャート

アクセス制御
ユーザーのロールと権限

外部連携
O p en API Zap ier

Goo g le  サインイン Micro so ft Team

Slack Fig m a

スタンダード

840
⽉額 1,200 円/1ユーザー/⽉

円
１ユーザー/⽉

主な機能

プロジェ クト 管理における進捗追跡を効率
化させたい⽅へ

フリー以下の全機能に加えて

プロジェクト管理・タスク管理
ガント チャート

マイルスト ーンと成果物

タスクの依存関係

ワークフロー⾃動化

ナレッジ管理
ページの外部公開

Clo ud

ビジネス

1,920
円
１ユーザー/⽉

⽉額 2,880 円/1ユーザー/⽉

主な機能

ビジネス現場における全般の

プロジェ クト を管理されたい⽅へ

スタンダード 以下の全機能に加えて

プロジェクト管理・タスク管理
ロード マッ プ

⾃動化ルール

リ ソース管理
プロジェ クト ポート フォリ オ管理

ナレッジ管理
マインド マッ プ

スプレッ ド シート

アクセス制御
Goog le  SSO Azure  SSO

監査ログ 多要素認証（ MFA)

外部連携
構成管理ツール連携

Jenkins連携

Cloud

エンタープライズ

2,880
円
１ユーザー/⽉

⽉額 4,080 円/1ユーザー/⽉

主な機能

業務最適化により企業の

競争⼒を強化されたい⽅へ

ビジネス以下の全機能に加えて

プロジェクト管理・タスク管理
チーム全般のパフォーマンス分析

アクセス制御（オンプレミスのみ）
LDAP/AD

Clo ud O n-Prem ises

CAS 2.0

SAML 2.0

API

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

価格体系

※1,000ユーザー以上には、ボリュームディスカウントによる個別相談ができます。
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セキュリティと信頼性

31

ONES製品は、SaaS型のクラウドサービスとして必要なセキュリティ認証だけでなく、オンプレミス版の開発に必要な認証も取得してい
ます。ONES.comはオンプレミス版にもコミットメントしています。

信頼性と安全性の確保

クラウド ‧
オンプレミ スサービス

AICPA SO C2 Typ e I
System and Organization 

Control (SOC)2 Type I Report

ISO 9001
G lobal Quality Standard Ⅰ

ISO 20000
IT service management 

standard

ISO 27001
Security Management 

Controls

IS027018
Personal Data Protection

クラウド コンピューティ ング
サービス（ ⽇本リージョ ン運⽤）

※上記以外にもCMMI３を取得しています。

サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート クラウド・コンピューティング

導入支援サポート

詳細説明動画

活用・ノウハウの公開



無料のEラーニング（チーム全員が利用可能）

32

ONES製品は、無料のEラーニングサービスを提供しています。
このサービスは誰でも利用することができます。ONES製品を利用するチーム組織の全従業員は、いつでも、どこでもONES製品の勉強を
行うことができます。

サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート

https://academy.ones.com/home-ja

導入支援サポート

活用例



充実した日本語マニュアル

33

サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート

日本語でわかりやすい充実したマニュアルは、ONES製品の利用を手助けします。

https://ja.docs.ones.com/

導入支援サポート

詳細説明動画

活用・ノウハウの公開



導入支援サポート

34

サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート

株式会社システムコンシェルジュでは、ONES Wiki、ONES ProjectなどONES製品すべてに関する
導入支援サポートを行なっています。

導入支援サポート

SaaS版
アジャイル・スクラム手法のプロジェクト管理。ウォーターフォール手法のプロジェクト管理。
ビジネスプロセス、バックログ、統合開発環境などを有効利用するための支援

IaaS版 株式会社システムコンシェルジュが管理するクラウド環境でサービス提供します。

オンプレミス版
お客様のクラウドまたはサーバー環境にONES製品を導入して利用できるようにいたしま
す。

詳細説明動画

活用・ノウハウの公開



製品の詳細説明動画
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サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート

株式会社システムコンシェルジュでは、ONES Wiki、ONES Projectなどの製品紹介の
動画を公開しています。

導入支援サポート

詳細説明動画

https://one-stream.io/catalog/4y3CxbL9Nkbzsan7EFqReQ9zHlm1

各製品やサービスの説明動画を公開中

活用・ノウハウの公開



活用・ノウハウの公開

36

サービス

セキュリティと信頼性

無料のEラーニング

日本語サポート

導入支援サポート

詳細説明動画

活用・ノウハウの公開

https://innovation.systemcon.co.jp/

知識、経験、ノウハウを公開中



先進的なITツールによる
業務改善型ジェネレーティブプロバイダー

03-5577-5735

お問い合わせ

t-mkt@systemcon.co.jpメール：

電話：

WEB： https://systemcon.co.jp/contact/
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